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We are planning to develop geo-location information extraction system from text data. This system makes
it possible to convert gps information and location name extracted from social media posts into administrative
district information. Extraction of administrative district information is important for disaster management because
support activities and rescue operations are performed by the administrative section in the case of disaster situation.
In this paper, we propose a method to estimate the location of sending form tweets. From next year, we will try
to develop applications for disaster management based on this mission-critical system.

1. はじめに
災害発生時に，いち早く正確な情報を収集し，また収集した

情報を迅速に伝えるべき人，組織に伝達することは，災害支援
活動において重要なタスクとなる．

2011年 3月 11日に発生した東日本大地震においても，様々
な情報が伝わらないことにより，災害支援活動に支障が生じた
事例が多数挙げられる．例えば，各地での不足物資に関する情
報が正しく伝達されなかったために需要を上回る支援物資が現
地に送られ，その整理や補完に人や場所のリソースが割かれて
しまうという事態が発生した∗1．逆に，災害発生時に正しく情
報が伝達されることで，災害支援活動のサポートや避難行動
の一助となった事例もある．Googleが Person Finderという
安否情報の交換サービスを立ち上げたことで．被災者による
安否情報の発信，家族や知人の安否確認がスムーズに行われ
た∗2．また，ホンダとパイオニアによる被災地の通行実績情報
が Google MAP上で提供されることで，通行可能な道をいち
早く知ることができるようになり，被災者の避難行動や災害支
援者が現地到着が効率化されたとされている∗3．
ソーシャルメディアの普及に伴い，広域災害発生時に様々な

情報がソーシャルメディア上に発信されるようになってきた．
例えば，東日本大地震においては，被災地の現状や安否情報，
不足物資，通行可能ルートなど災害支援活動に役立つ様々な情
報が Twitter上に投稿されていた．また，2014年 2月中旬の
記録的降雪に伴う山梨県，群馬県等での孤立世帯の情報につい
て，現地入りできないためにマスコミによる報道が行われな
い中，個人により多数の情報が Twitterに投稿されていた∗4．

連絡先: 榊 剛史，東京大学大学院工学系研究科，東京都文京区
本郷 7-3-1 工学部 3号館

∗1 http://communityarts.jp/wp-content/uploads/Asahi-
Shinbun-11.06.11.pdf

∗2 http://google.org/personfinder/japan
∗3 http://response.jp/article/2011/03/15/153269.html
∗4 http://matome.naver.jp/odai/2139264049251471001

つまり，災害時にソーシャルメディアに投稿された情報を収集
し，適切に提示することで避難行動や災害支援活動を補助する
ことが可能になると考えられる．
災害時にソーシャルメディアに投稿される情報において，ど

こから投稿されたか，すなわち情報の発信場所はソーシャルメ
ディアの情報を役立てる上で重要な手掛かりとなる．例えば，
物資不足情報，通行可能経路情報，安否情報いずれの情報にし
ても，適切に活用するためには位置情報が不可欠である．ま
た，被災地にいるユーザに情報を伝達する際も，そのユーザが
どこにいるかによって，伝えるべき情報が異なる．このように
ソーシャルメディアの投稿を収集する際は，その投稿から位置
情報を取得する手法が必要となる．そこで，本近未来チャレン
ジでは、入力された投稿を分析し，入力された投稿の発信場
所，その緯度経度情報，その行政区域を出力するようなシステ
ム（Web API）を提供することを目指す．災害支援活動や避
難行動は行政区域単位で行われるため，より情報を有効に活用
するために行政区域を出力する．
本稿では，そのようなシステムを実現するために，ソーシャ

ルメディアの投稿から発信場所の位置情報を推定する手法を
提案する．情報の収集しやすさ，リアルタイム性の高さから
Twitter上の投稿を対象とする．提案手法では，複数の手法を
用いてツイートの発信場所を推定し，それらの結果を統合し，
発信場所を絞り込んで行くアプローチを採用する。位置情報の
推定手法としては，1．GPS情報を用いる手法，2．投稿者の
プロフィールを用いる手法，3．投稿者のソーシャルグラフを
用いる手法，4．ツイート内の地名を用いる手法の 4手法を用
いる．

2. 関連研究
いくつかの研究において，災害時にどのように Twitter が

活用されるかの分析が行われている．Miyabeらは東日本大地
震における Twitter の利用傾向を分析している [Miyabe 12]．
Mendozaらは 2010年のチリ地震において，地震後数時間後か
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ら数日後まで，Twitterユーザがどのように振舞ったかについ
て調査を行ない，その特徴を明らかにしている [Mendoza 10]．
これらの研究では，災害発生時にはソーシャルメディア，特に
Twitterがよく活用されることが言及されている．
ソーシャルメディアのユーザプロフィールに記載されている

地名を位置情報として用いている研究や [Hecht 11]，ユーザ
のリンク情報や,ユーザとリンク関係にあるユーザの位置情報
を用いてユーザの位置情報を推定する手法も提案されている
[Backstrom 10]．
ソーシャルセンサを用いる研究のうち、位置情報が必要とな

る代表的な研究として局所的なイベントを検出する手法が提案
されてきた [Lee 11a, Walther 13, Lee 11b, Li 12]．これらの
研究においては，位置情報として，ツイートに付与されたGPS

情報 [Lee 11b] やユーザの居住地情報 [Li 12]，特定地域の地
名リストを用いている [Walther 13]．その中で，Watanabeら
の研究は機械学習の手法を用いてツイートへの地名付与を実現
している．[Watanabe 11]．
また固有表現抽出の手法を用いて，ソーシャルメディアの投

稿から地名を抽出する手法も提案されている [Ji 09, Lin 04]．
さらにRitterらはCRFを適用することでツイートへの品詞付
与エラーを減らすと共に LabeledLDAを適用することで，既
存手法と比べ固有表現抽出の精度が 25%改善することを示し
ている [Ritter 11]．しかし，日本語を解析する際には品詞を
付与する前に単語分割を行う必要があるが，既存の形態素解析
ツールでは，口語的な文書において単語分割に失敗することが
多い．そのため，この手法を日本語ツイートにそのまま適用す
ることは難しい．

3. データセット
本研究では，震災前後に投稿された日本語のツイートを収

集した．収集手順は，以下の通りである．

1. 日本語 Twitterユーザのリストを作成

2. 1.のリストのユーザが震災前後に投稿したツイートを収集

収集したデータセットの詳細は以下の通り．

• ユーザリストに含まれるユーザ数：130万ユーザ

• ツイート数：356,118,522ツイート

• 収集期間：2011年 3月 7日～3月 24日

4. 提案手法
本節では，ツイートの発信場所を推定するための提案手法

について述べる．まずは，本研究で用いる代表的な 4 つの位
置情報推定手法の概要とその特徴について述べる．その後，そ
れらを相補的に組み合わせて，ツイートの発信場所を精度良く
推定する手法を提案する．

4.1 個別の位置情報推定手法
ここでは，本稿で用いる代表的な 4 つの位置情報推定手法

を挙げる．
4.1.1 GPS情報の利用
ここでは，投稿に付与された GPS情報を用いて投稿者の位

置情報推定を行う．
モバイル機器でツイートを投稿する場合，その GPS情報を

ツイートに付与することができる．この GPS情報はジオタグ

と呼ばれる．一般的に，GPSによる情報は人間の認知機能よ
りもはるかに正確に現在位置を表現できるため，このジオタグ
を位置情報として用いる．この手法は，正確かつ詳細な位置情
報が得られる反面，まれに GPSの値を偽装するユーザがいる
ため，誤った位置情報が得られる可能性がある．一般的にGPS

が付与されたツイートは全体の 0.2%程度であるため，本アプ
ローチで位置情報が取得できる可能性は低い [Lee 11a]．
4.1.2 ツイート内地名の利用
ここでは，投稿に含まれる地名を用いて投稿者の位置情報

推定を行う．
地名は含むツイートは数多く投稿されている．そこで，その

地名を抽出し，地名→緯度経度変換を行い，位置情報として取
得する．ただし．投稿者がツイート内で言及している地名は，
1．投稿者がいる場所，２．投稿者が興味を持っている場所の
いずれかの場合である．そのため，ツイート中の地名を投稿者
の地名とする場合、低くない確率で誤った位置情報が得られる
可能性がある．
4.1.3 ユーザプロフィールの利用
ここでは，投稿者のユーザプロフィールから投稿者の位置情

報推定を行う．
Twitterのユーザプロフィールにはユーザの居住地を入力す

る項目がある．またユーザプロフィール自体に居住地を書き
込むユーザもいる．ただし，ユーザ毎に正確性や具体性が異
なる．例えば，「東京都北区王子」のように大字まで入力して
いるユーザもいれば，「東京都」や「日本」のように大ざっぱ
な記入をしているユーザ，さらには「夢の中」「この世のどこ
か」など実際の居住地とは無関係の情報を入力しているユーザ
もいる．そこで，本研究では推定可能なユーザのみ居住地を推
定し，それを場所情報として利用した．ユーザの居住地は，市
町村名及び都道府県名（漢字，ひらがな，カタカナ，アルファ
ベット表記いずれか）がユーザプロフィールに含まれているか
否かにより判定した．本手法は多くのユーザに適用できるもの
の，都道府県単位という粗い単位でしか位置情報を推定するこ
とができない．
4.1.4 ソーシャルグラフの利用
ここでは，投稿者のソーシャルグラフから投稿者の位置情報

推定を行う．
既存研究より，投稿者とリンク関係のあるユーザは，投稿

者と同じ地域に住んでいる割合が高いことが知られている
[Backstrom 10]．そこで，投稿者位置情報が未知であった場
合，投稿者とリンク関係のあるユーザのプロフィールを用い
て，投稿者の位置情報を推定を行う．
具体的には，投稿者とリンクある各ユーザについて，都道府

県単位で居住地判定を行う．その後、最も多かった都道府県の
割合が全体の 0.3を超えている場合に，その都道府県を投稿者
の居住地と見なす．
本手法は多くのユーザに適用できるものの，都道府県単位

という粗い単位でしか位置情報を推定することができない．

4.2 複数手法を組み合わせた位置情報推定手法
前述した４つの位置情報推定手法を組み合わせて，ツイー

トの発信場所を推定する手法を提案する．
まず，上記 4つの手法は得られる位置情報の粒度から 2つに

分けることができる．1．GPS情報を用いる手法と 2．ツイー
ト内地名を用いる手法については，詳細な位置情報が得られる
可能性がある．その反面，2．については位置情報の偽装や単
に地名について言及しているだけの場合，実際のツイート発信
地から大きくずれてしまう可能性がある．1．についてはそも
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表 1: 提案手法によるツイート発信地推定の評価
地域判定 地域一致 地域不一致

可能 0.728 0.212 0.516

(182/250) (53/250) (129 /250)

不可能 0.272

(68/250)

そも GPSが付与されているツイートの割合が低いため，位置
情報が抽出できる可能性が低い．一方，3．ユーザプロフィー
ルを用いる手法，4．ソーシャルグラフを用いる手法について
は，都道府県単位という粗い粒度でしか位置情報が推定できな
い．その反面，これらの位置情報は投稿者の居住地域を表して
いると考えられるため，2．ツイート内地名を用いる手法と比
較して，ツイート発信地から大きくずれる可能性は低いと考え
られる．また 1．と比較してユーザプロフィールやソーシャル
グラフは全てのユーザが持っているものであるため，位置情報
を抽出できる可能性が高い．
そこで，提案手法では，下記の様に位置情報推定を行う．ま

ず，3と 4の手法を用いてツイート発信地の大体の地域を絞っ
た後, 1と 2の手法を用いて詳細なツイート発信場所を絞り込
む．仮に後者で得られる詳細な位置情報が前者で絞り込んだ地
域から外れている場合, 位置情報としては用いないものとする．
このように，

• 粒度は粗いが，確度の高い位置情報

• 粒度は詳細であるが，確度の低い位置情報

という 2 種類の推定位置情報を組み合わせることで，より確
実に位置情報を推定することを目指す．

5. 評価実験
提案手法の評価実験を行う．本提案手法においては，東日本

大地震における被災地 5箇所を選定し，その地名を含むツイー
トをデータセットより抽出する．それらに対し提案手法を適用
し，それらの情報発信元について特定すると共に，被災地域か
らの情報が抽出できているかを検証する．
具体的な手順は下記の通り．

1. データセットより，東日本大地震において被災地域 5箇
所の地名を含むツイートをそれぞれ 50 ツイートずつ無
作為に抽出する．今回用いた地名は，被害の大きかった
地域として「石巻」「大船渡」，中程度の被害だった地域
として「筑波」，原子力発電所事故が発生した場所とし
て「双葉町」，被害の少なかった地域として「本郷（文京
区）」を選定した．

2. 各ツイートに提案手法を適用し，投稿者の居住地推定及
びツイート内地名，GPSデータによるツイート発信地の
絞り込みを行う．

3. 各ツイートで判定された発信地について人手で評価を行う．

結果は表 1の通り．表 1より，全体としてユーザプロフィー
ル，ソーシャルグラフから地域（都道府県）判定ができたのが
全体の 0.728である．また，判定された地域と含まれる地名の
地域が一致したものは，0.212であった．つまり，地名を含む
ツイートのうち，実際にその地名から発信したと推定されるツ

表 2: 発信場所が推定できたツイートの地域別割合
石巻 大船渡 双葉町 筑波 本郷
0.208 0.094 0.00 0.226 0.471

(11/53) (5/53) (0/53) (12/53) (25/53)

イートは全体の五分の一程度であった．なお，今回の抽出した
データには GPSが付与されていたツイートが存在しなかった
ため，今回は評価対象外とした．
また発信場所が推定できたツイートのうち，各地域ごとの割

合は表 2 の通りである．表 2 より，発信場所が推定できたツ
イートの多くは，被害の少なかった本郷，筑波から発信されて
いることが分かる．また，双葉町という地名を含むツイートで
双葉町から発信されていると推定されたものは，0件であった．
表 3に，実際に発信場所が推定できたツイートの例を示す．

表 3 より，確かにこれらのツイートは当該地域から発信され
ていると考えられる．ただし，これらのツイートについて，本
当に当該地域から発信されているかを厳密に判定することは
困難である．そのため，今回は正解／不正解の判定は行わず，
ツイートを定性的に分析することで，あくまで「正解らしい」
と判定するだけにとどめる．

6. 終わりに
本稿では，広域災害時に災害支援活動や避難行動に役立つ

ツイートを収集するために，ツイートの発信場所を推定する手
法を提案した．
まず，既存の位置推定手法の特徴を明らかにした後，互いの

手法の長所が短所を補うように，各手法を相補的に組み合わせ
る事によって，詳細な発信場所の推定を実現した．評価実験を
通じて，実際に提案手法により被災地から投稿されたと推測さ
れるツイートを収集することができた．
今後は，提案手法をツイートの投稿場所推定 APIとして実

装する．すなわち，ツイートを入力することで，その投稿地
域，緯度経度情報およびその行政区域を出力するような API

である．この APIを本近未来チャレンジの成果として，誰も
が利用可能な形で提供していく予定である．
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